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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　プロテニスプレーヤーの
錦織圭選手が全米オープン
で日本人初の準優勝！とい

う明るいニュースが、日本中を沸かせ
てくれました。学生時代にテニスを少
しかじったものとしては胸が熱くなり
ました。秋になり、スポーツがしやす
い気候になってきたので、この機に
久しぶりにテニスをしてみようかな？　
高島市体育協会では 10 月を「市民ス
ポーツ月間」と位置づけられています。
関連記事が P10 ー P11 にありますの
でぜひご覧ください。（Ｓ）

深清水の常夜灯深清水の常夜灯
　
常
夜
灯
は
、
街
道
を
通
る
人
々
や
港

に
入
る
船
の
目
印
に
な
る
よ
う
な
場
所

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
こ
の

深
清
水
の
常
夜
灯
の
他
に
、
鵜
川
の
白

鬚
神
社
前
や
勝
野
の
日
吉
神
社
御
旅
所

前
、
安
曇
川
町
三
尾
里
の
南
端
等
で
、

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
常
夜
灯
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
、
中
山
道
沿
い
と

な
る
愛
知
川
の
渡
し
場（
愛
荘
町
）や
、

塩
津
街
道
の
起
点
と
な
る
塩
津
浜
（
長

浜
市
）
に
建
つ
常
夜
灯
等
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
常
夜
灯
は
多
く
の
場
合
、
地
元
の
住

民
や
、荷
物
運
搬
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
、

街
道
や
港
を
頻
繁
に
往
来
す
る
人
々
の

寄
進
な
ど
で
造
ら
れ
ま
し
た
。
深
清
水

の
常
夜
灯
は
、
一
基
に
は
「
金こ
ん
ぴ
ら
毘
羅
大

権
現
講
中
」、
も
う
一
基
に
は
「
伊
勢

両
皇
太
宮
講
中
」
と
正
面
に
大
き
く
刻

ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
、
香
川
県
の

金こ
ん
ぴ
ら
ぐ
う

毘
羅
宮
と
三
重
県
の
伊
勢
神
宮
参
詣

　
　

　
今
津
町
深
清
水
の
日
吉
神
社
の
前
に

は
、江
戸
時
代
の
天
保
年
間（
１
８
３
０

～
１
８
４
４
年
）
に
造
ら
れ
た
２
基
の

常
夜
灯
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
夜

灯
は
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
場
所
に
移

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
今
の

位
置
よ
り
少
し
南
方
の
、
集
落
内
を
通

る
北
国
海
道
沿
い
に
建
っ
て
い
ま
し

た
。

の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
講
の
人
々
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
社
寺
参
詣
を
目
的
と
す
る
講
は
、

構
成
員
が
決
め
ら
れ
た
お
金
を
出
し
合

い
、
年
番
で
代
表
者
が
参
詣
に
行
く
と

い
う
も
の
で
す
が
、彼
ら
は
そ
の
他
に
、

旅
人
の
行
路
安
全
を
願
っ
て
、
自
分
た

ち
で
常
夜
灯
を
造
っ
た
の
で
す
。

　
　
　

　
深
清
水
の
常
夜
灯
の
下
段
に
は
、
願

主
・
講
中
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
80
人
近

い
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

元
深
清
水
村
の
人
が
最
も
多
い
で
す

が
、
他
に
も
マ
キ
ノ
町
大
沼
・
知
内
・

石
庭・新
保・森
西・沢
、
今
津
町
酒
波・

伊
井
・
平
ケ
崎
・
中
ノ
町
・
構
・
梅
原

等
の
村
々
の
住
人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
講
が
広
い
範
囲
で
結
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
深
清
水
区
に
残
る
享
和
４

年
（
１
８
０
４
年
）
の
古
文
書
に
は
、

北
深
清
水
村
を
講こ
う
も
と元
と
し
て
、
南
深
清

水
・
大
沼
・
石
庭
・
三
谷
・
上
弘
部
の

各
村
の
人
々
が
金
毘
羅
講
を
結
成
し
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
寺
参
詣
を
目
的
と
し
た
講
は
、
江

戸
時
代
に
入
る
と
、
交
通
網
の
整
備
等

で
旅
行
が
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
全
国
で
盛
ん
に
結
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
高
島
市
内
で
も
、
多

く
の
講
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
組
織
が
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。

　
街
道
沿
い
の
常
夜
灯
は
、
江
戸
時
代

の
人
々
の
旅
と
信
仰
へ
の
思
い
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。

文
化
財
課
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街
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印

旅
路
の
安
全
を
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っ
て

信
仰
の
広
ま
り

当
時
の
思
い
を
今
に

街
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